





Study of the formation of the image of hospice volunteers through a 






Seiko SUZUKI ・ Katsuhiko YAMAMOTO ・ Seiko YOSHIDA ・ Yukie Sakura 
The purpose of the current study was to examine how students formed images of hospice volunteers through a 
Subjects were 61 students. Analysis was made in two steps based on training course for hospice volunteers. 
In step 1, we extracted 6 similar items from the descriptions 
and compared them between pre-and post”course items. Furthermore, we chose 3 of the 6 items that were 
considered worthy of detailed analysis and selected these items to be the main points in the analysis. 
For step 2, we examined qualitatively the volunteer's images provided in the post-course descriptions. As a result, 
we found 141 descriptions of significance. that we summarized into 7 items. We could thus find two viewpoints: 
”how hospice volunteers should be1 and ”what I should do as a hospice volunteer''. We think出atthese results 
provide important hints for future planning of a training course for hospice volunteers. 
descriptions they wrote before and after the course. 
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講座A n=35 講座B n=26 
人数男性 4 (11.4) 。
女性 31 (88.6) 26 (100) 
平均年齢（SD) 51.5 (11.4) 49.8 (14.2) 
年代 20代 2 (5.7) 3 (11.5) 
30代 4 (11.4) 4 (15.4) 
40代 8 (22.8) 4 (15.4) 
50代 14 (40.0) 6 (23.2) 
60代 5 (14.4) 7 (26.9) 
70代 2 (5.7) 1 (3.8) 
不明 。 1 (3.8) 































1 (31.4) 16 (45.7) 0.45 
1 (31.4) 17 (48.6) 0.54 
4 (1.1) 8 (2.2) 
10 (29.4) 19 (54.3) 0.9 





①ホスピスボランティアについてわからない・手がかりを得たい 20 (76.9) 1 (3.8) -0.95 
②ボランテイア活動の手段が提示されている 14 (53.8) 7 (26.9) -0.5 
③私の態度表現あり 8 (30.7) 17 (65.3) 1.13 
④家族・チームの表現あり 2 (7.6) 6 (23.1) 2 
⑤ボランテイアイメージ表現あり 5 (19.2) 22 (84.6) 3.4 















































































































































































































































































































Nov 2007 541”543. 
2）横山穣：ターミナルケアにおけるボランティア養成
のための援助方法に関する一考察，社会問題研究，44



















外旭川病院 2004 52. 
9）久保山千鶴：ボ、ランティアとともに4年目を迎えて，


















10 00～1 00 講義「病院ボランティアについて」 A 
1 . 15～12. 20（日） ワー クショップ「なぜボランテイアに参加するのか」 8 
13 35～14 30 講義「ホスピス・緩和医療の理解と現状J C 
14. 40～15 30 講義「痛みの実際とケァ」 D 


























導入② Ia.「ちょっとお手伝いしてくれる方、どなたかいらっしゃいません Ia.協力者を求めたり、 1対多から、
多対多の｜ か？」 ｜ 参加者どうしの交流を促すアイ
アイスブ｜（参加者1名に対し）「y （ファシリテーター）です、よろしくお｜ スブレイクを実施することで、




































まとめ a. （一部グループで拍手が起こる）「なんだかすごく盛り上がって a.クつレープワークにおけるcssプ
るグループもありますが、そこのグループは以前からのお友達 ロセス（キャッチ：参加者の前
ですか？」（実は今日出会ったばかり）「チームワークですよね。 向きな反応を捉える、スポット
共同作業ですよね。ボランティアには必要なことです。」 ライト－その反応に全体の注目
b.「今の中で自分が果たした役割は何だ、ったか。紙を切り貼りす を集める、スプレー：その反応
る人、書く人、話す人、進める人、ボーっとながめていた人。そ を波及する）に注目し、講座の
の作業に関わった自分がどうだ、ったかを考えてみてください。J ねらいと照らしな治宝ら、いまこ
「自分の思いをみんなに共有する。他の人の意見をみて共感し こで起こっている自己あるいは
たり、うれしくなったり、励みになったり、多様な価値観を感 集団の変化に気づく機会とする。
じたと思います。」 b.グループ内で自分がどのよう
C.「今作ったものは壁に掲示しておきますので、最後のふりかえり な役割を果たしたか、他の参加
の時間に、また今のグル｝プで見つめなおしてみましょう。で 者の関係はどうであったかなど、
は最後に、見つめ合って、にっこり笑って終わりにしましょ ふりかえる機会とする。
う。」 C.アクティビテイの継続性を意識
できるように、このグループ
ワークの成果を見直し、グルー
プメンバーを確認する。
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